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守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
議
会
臨
時
会
会
議
録 

 
 

 
 

 
 

（
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防
本
部
会
議
室
） 

 

○ 

議 

事 
日 

程 

 

 

平
成
二
十
七
年
七
月
三
日
（
金
） 

午
前
十
時
開
会 

 

 

日
程
第
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

仮
議
席
の
指
定 

 

日
程
第
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
期
に
つ
い
て 

 

日
程
第
三 

選
第
一
号 

 
 

 

議
長
の
選
挙 

 

日
程
第
四 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

議
席
の
指
定 

 

日
程
第
五 

選
第
二
号 

 
 

 

副
議
長
の
選
挙 

 

日
程
第
六 

選
任
同
意
第
一
号 

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 
 

 

   

 

   

  

〇 

出 

席 

議 

員
（
十 

五 

名
） 

 

一 

番 
 

 

松 

本 
 

京 

子 

議
員 

二 

番 
 

 

池 

田 
 

治 

子 

議
員 

三 

番 
 

 

大 

倉 
 

基 

文 

議
員 

四 

番 
 

 

豊 

北 
 

裕 

子 

議
員 

五 

番 
 

 

戸 

田 
 

久 

和 

議
員 

六 

番 
 

 

高 

橋 
 

嘉 

子 

議
員 

七 

番 
 

 

吉 

水 
 

丈 

晴 

議
員 

八 

番 
 

 

大 

藤 
 

み
つ
子 

議
員 

九 

番 
 

 

西 

尾 
 

博 

道 

議
員 

十 

番 
 

 

竹 

内 
 

太
司
朗 

議
員 

十
一
番 

 
 

松 

本 
 

満 

義 

議
員 

十
二
番 

 
 

池 

嶋 
 

一 

夫 

議
員 

十
三
番 

 
 

阪 

本 
 

長 

三 

議
員 

十
四
番 

 
 

竹 

嶋 
 

修
一
郎 

議
員 

十
五
番 

 
 

澤 

井 
 

良 

一 

議
員 
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〇 

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
に
基
づ
く
出
席
者 

 

管 
 

 
理 

 

者 
 

西 

端 

勝 

樹 

副

管

理

者 
 

園 

部 

一 

成 
 

消

防

長 
 

児 

玉 

勝 

美 

次

長 
 

稲 

田 

英 

之 

次

長 
 

熊 
本 

正 

雄 

守

口

消

防

署

長 
 

日 
比 
敏 

夫 

門

真

消

防

署

長 
 

前 

嶋 
文 

夫 

総

務

課

長 
 

久 

野 

隆 
博 

予

防

課

長 
 

池 

邨 

行 

弘 

警

備

課

長 
 

好 

川 

和 

彦 

司

令

課

長 
 

西 

尾 

秀 

昭 

特

別

救

助

隊

長 
 

土 

井 

義 

治 

会

計

管

理

者 
 

福 

井 

光 

治 

    

   

○ 

守
口
市
・
門
真
市
防
災
担
当
部
局
出
席
者 

 

守
口
市
市
民
生
活
部
長 

 

神 

野 

浩 

一 
 

守
口
市
危
機
管
理
課
長 

 

西 

端 

義 

晶 
 

門

真

市

総

務

部

長 
 

重 

光 

千
代
美 

門
真
市
危
機
管
理
課
長 

 

石 

丸 

琢 

也 
 

 

    

〇 

議 

会 

事 

務 

局 

出 

席 

職 

員 

 

総

務

課

参

事 
 

中 

田 

一 

人 
総

務

課

課

長

補

佐 
 

降 

幡 
 

 

博 
総

務

課

主

幹 
 

山 

口 

智 

也 

総

務

課

総

務

係

長 
 

阪 

本 

利 

弘 

総

務

課

総

務

係 
 

中 

谷 

全 

利 
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～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

午
前
十
時
開
会 

 

○ 

中
田
一
人
総
務
課
参
事 

会
議
を
開
会
さ
れ
る
に
当
た
り
ま
し
て
、 

事
務
局
か
ら
一
言
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
日
は
統
一
地
方
選
挙
後
、
初
め
て
の
議
会
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

議
長
が
選
挙
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
地
方
自
治
法
第
百
七
条
の
規
定
に

基
づ
き
ま
し
て
、
年
長
の
議
員
が
臨
時
に
議
長
の
職
務
を
行
う
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
本
日
御
出
席
の
年
長
議
員
は
吉
水
丈
晴
議
員
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
御
紹
介
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

吉
水
議
員
の
議
長
席
へ
の
御
着
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
吉
水
丈
晴
臨
時
議
長
議
長
席
に
着
く
） 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

た
だ
い
ま
御
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
吉
水 

丈
晴
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
方
自
治
法
第
百
七
条
の
規
定
に
よ
り
ま
し

て
、
臨
時
に
議
長
の
職
務
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
私
の
職
務
は
新
議

長
を
選
挙
す
る
ま
で
の
極
め
て
短
時
間
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
挨

拶
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
組
合
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。 

 

開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
管
理
者
か
ら
御
挨
拶
を
受
け
る
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。 

○ 

西
端
勝
樹
管
理
者 

議
長 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

西
端
管
理
者 

 

○ 

西
端
勝
樹
管
理
者 

皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
開
会
に
当

た
り
ま
し
て
一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
日
こ
こ
に
、
組
合
議
会
臨
時
会
を
招
集
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ

ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
か
と
御
多
忙
中
に
も
か
か

わ
り
ま
せ
ず
、
御
出
席
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
平
素
か
ら
消
防
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
常
に
適
切

な
る
御
指
導
、
御
助
言
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
さ
き
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
き

ま
し
て
市
議
会
議
員
と
し
て
の
御
当
選
の
栄
を
得
ら
れ
、
さ
ら
に
、

組
合
議
会
議
員
に
お
迎
え
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
本
組

合
運
営
に
お
き
ま
し
て
も
誠
に
喜
ば
し
く
本
席
を
お
借
り
い
た
し
ま

し
て
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
議
会
の
構
成
を
初
め
、
選

任
同
意
の
御
審
議
を
い
た
だ
く
こ
と
と
相
成
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
御
審
議
の
上
、
御
決
定
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
し
て
、
誠
に
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
開
会
に
当
た
り
ま
し
て
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の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

そ
れ
で
は
、
こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

書
記
か
ら
本
日
の
欠
席
議
員
等
の
報
告
を
受
け
ま
す
。 

○ 

中
田
一
人
総
務
課
参
事 

御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
日
は
、
十
五
名
全
員
の
御
出
席
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

以
上
、
御
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

定
足
数
は
超
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
議
は

成
立
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
際
本
日
の
会
議
録
署
名
議
員
を
定
め
ま
す
。
松
本
京
子
議
員
、

澤
井
良
一
議
員
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

日
程
に
入
り
ま
す
前
に
こ
こ
で
、
消
防
組
合
幹
部
職
員
の
紹
介
を

受
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

○ 

児
玉
勝
美
消
防
長 

議
長 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

児
玉
消
防
長 

○ 

児
玉
勝
美
消
防
長 

そ
れ
で
は
、
消
防
組
合
幹
部
職
員
を
御
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

私
、
消
防
長
の
児
玉
勝
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

次
長
の
稲
田
英
之
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

次
長
の
熊
本
正
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

守
口
消
防
署
長
の
日
比
敏
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

門
真
消
防
署
長
の
前
嶋
文
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

総
務
課
長
の
久
野
隆
博
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

予
防
課
長
の
池
邨
行
弘
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

警
備
課
長
の
好
川
和
彦
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

司
令
課
長
の
西
尾
秀
昭
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

特
別
救
助
隊
長
の
土
井
義
治
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

紹
介
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
議
事
に
入
り
ま
す
。 

直
ち
に
日
程
に
入
り
ま
す
。
本
日
、
臨
時
議
長
に
お
い
て
行
う
日

程
は
、
お
手
元
の
議
事
日
程
の
と
お
り
日
程
第
一
「
仮
議
席
の
指
定
」

か
ら
日
程
第
三
、
選
第
一
号
「
議
長
の
選
挙
」
ま
で
の
計
三
件
を
付

議
す
べ
き
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
ま
ず
、
日
程
第
一
「
仮
議
席
の
指
定
」
を
行
い
ま
す
。 

 

仮
議
席
は
、
臨
時
議
長
に
お
い
て
指
定
い
た
し
ま
す
。
各
議
員
の

氏
名
と
そ
の
仮
議
席
の
番
号
を
書
記
か
ら
朗
読
さ
せ
ま
す
。 

○ 

中
田
一
人
総
務
課
参
事 

敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

一
番 

松
本 

京
子 

 
二
番 

池
田 

治
子 

 

三
番 

大
倉 

基
文 

 

四
番 
豊
北 

裕
子 
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五
番 

戸
田 

久
和 

 
六
番 

高
橋 

嘉
子 

 

七
番 

吉
水 

丈
晴 

 

八
番 
大
藤 

み
つ
子 

 

九
番 

西
尾 
博
道 

 

十
番 

竹
内 
太
司
朗 

 

十
一
番 

松
本 

満
義 

 

十
二
番 

池
嶋 

一
夫 

 

十
三
番 

阪
本 

長
三 

 

十
四
番 

竹
嶋 

修
一
郎 

 

十
五
番 

澤
井 

良
一 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

た
だ
い
ま
朗
読
し
た
と
お
り
、
仮
議
席
を
指

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
日
程
第
二
「
会
期
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と
い
た

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は

本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
日
程
第
三
、
選
第
一
号
「
議
長
の
選
挙
」
を
行
い
ま
す
。 

○ 

六
番 

高
橋
嘉
子
議
員 

議
長 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

高
橋
議
員 

○ 

六
番 

高
橋
嘉
子
議
員 

こ
の
際
動
議
を
提
出
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
自
治
法
第
百
十
八
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
推
選
と
し
、
か
つ
、
そ
の
指
名
は
臨
時

議
長
に
一
任
い
た
し
ま
す
。 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

た
だ
い
ま
高
橋
議
員
か
ら
、
選
挙
の
方
法
は 

指
名
推
選
と
し
、
か
つ
、
そ
の
指
名
は
臨
時
議
長
に
一
任
す
る
と
の

動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
本
動
議
を
直
ち
に
議
題
と
し
、

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
動
議
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
さ
よ
う

決
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
で
は
、
私
か
ら
御
指
名
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合
議
会
議
長
に

は
大
藤
み
つ
子
議
員
を
御
指
名
申
し
上
げ
ま
す
。
お
諮
り
い
た
し
ま

す
。
た
だ
い
ま
の
被
指
名
人
を
も
っ
て
当
選
人
と
決
す
る
こ
と
に
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
組
合
議

会
議
長
に
は
大
藤
み
つ
子
議
員
が
当
選
人
と
決
し
ま
し
た
。 
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こ
の
際
大
藤
議
員
よ
り
御
挨
拶
を
受
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

○ 
八
番 

大
藤
み
つ
子
議
員 

一
言
お
礼
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
皆
様
方
の
御
推
挙
を
得
ま
し
て
、
消
防
組
合
議
会
議
長

の
重
責
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

も
と
よ
り
私
は
浅
学
非
才
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
方
の
御
指

導
、
御
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
心
誠
意
努
力
を
傾
注
し
、
こ

の
重
責
を
全
う
い
た
し
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
と
ぞ
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
御
支
援
を
賜
り
、
円
滑

な
組
合
議
会
の
運
営
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
誠
に
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
礼
の
御
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○ 

吉
水
丈
晴
臨
時
議
長 

議
長
の
御
挨
拶
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
で
は
、
私
の
職
務
は
こ
れ
に
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、 

新
議
長
と
交
代
い
た
し
ま
す
。
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
吉
水
丈
晴
臨
時
議
長
退
席
、
大
藤
み
つ
子
議
長
議

長
席
に
着
く
） 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

そ
れ
で
は
、
引
き
続
き
議
事
を
行
い
ま
す
。 

 

本
日
の
日
程
は
お
手
元
の
議
事
日
程
の
と
お
り
日
程
第
四
「
議
席

の
指
定
」
か
ら
日
程
第
六
、
選
任
同
意
第
一
号
「
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
」
ま
で
の
計
三
件
を
付
議
す
べ
き
こ
と
と
相
成
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
日
程
第
四
「
議
席
の
指
定
」
を
行
い
ま
す
。 

議
席
は
、
議
長
に
お
い
て
指
定
い
た
し
ま
す
。
各
議
員
の
議
席
は
、

現
在
御
着
席
の
番
号
を
も
っ
て
指
定
い
た
し
ま
す
。 

 

次
の
日
程
に
入
る
に
先
立
ち
、
私
か
ら
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

監
査
委
員
か
ら
去
る
三
月
か
ら
六
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
「
例
月
出
納

検
査
の
結
果
に
つ
い
て
」
文
書
を
も
っ
て
報
告
が
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。 以

上
、
報
告
事
項
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

引
き
続
き
日
程
に
入
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
日
程
第
五
、
選
第
二

号
「
副
議
長
の
選
挙
」
を
行
い
ま
す
。 

○ 

十
一
番 

松
本
満
義
議
員 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

十
一
番 

松
本
議
員 

○ 

十
一
番 

松
本
満
義
議
員 

こ
の
際
動
議
を
提
出
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
自
治
法
第
百
十
八
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
推
選
と
し
、
か
つ
、
そ
の
指
名
は
議
長

に
一
任
い
た
し
ま
す
。 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

た
だ
い
ま
松
本
議
員
か
ら
、
選
挙
の
方
法
は
指 

名
推
選
と
し
、
か
つ
、
そ
の
指
名
は
議
長
に
一
任
す
る
と
の
動
議
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
本
動
議
を
直
ち
に
議
題
と
し
て
お
諮

り
い
た
し
ま
す
。
本
動
議
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
異
議
あ
り
ま
せ

ん
か
。 
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（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

○ 
大
藤
み
つ
子
議
長 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
さ
よ
う
決

し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
で
は
、
私
か
ら
御
指
名
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合
議
会
副
議
長

に
は
大
倉
基
文
議
員
を
御
指
名
申
し
上
げ
ま
す
。
お
諮
り
い
た
し
ま

す
。
た
だ
い
ま
の
被
指
名
人
を
も
っ
て
当
選
人
と
決
す
る
こ
と
に
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
組
合
議
会

副
議
長
に
は
大
倉
基
文
議
員
が
当
選
人
と
決
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
際
大
倉
議
員
よ
り
御
挨
拶
を
受
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

○ 

三
番 

大
倉
基
文
議
員 

一
言
お
礼
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

た
だ
い
ま
皆
様
方
の
御
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
本
消
防
組
合
議
会

の
副
議
長
に
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

議
長
を
初
め
、
議
員
各
位
の
良
き
御
指
導
、
御
助
言
を
賜
り
な
が

ら
、
こ
の
大
任
を
果
た
す
べ
く
、
努
力
を
い
た
し
た
い
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
か
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
し
て
、
誠
に
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
御
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

次
に
移
り
ま
す
。
日
程
第
六
、
選
任
同
意
第
一

号
「
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
際
申
し
上
げ
ま
す
。
地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ

り
、
当
該
議
員
の
退
場
を
願
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
当
該
議
員
退
場
） 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

書
記
を
し
て
議
題
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。 

○ 

中
田
一
人
総
務
課
参
事 

選
任
同
意
第
一
号 

 

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
議
会 

議
員 

池
嶋 

一
夫 

守
口
市

議
会
議
員 

 

議
員
の
中
か
ら
選
任
す
べ
き
監
査
委
員
に
、
右
の
者
を
適
任
と
認

め
選
任
し
た
い
の
で
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
。 

 

平
成
二
十
七
年
七
月
三
日
提
出 

 

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
管
理
者 

守
口
市
長 

西
端 

勝
樹 

 

以
上 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

理
事
者
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

○ 

西
端
勝
樹
管
理
者 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

西
端
管
理
者 

○ 
西
端
勝
樹
管
理
者 

た
だ
い
ま
上
程
さ
れ
ま
し
た
選
任
同
意
第
一
号 

「
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
き
の
統
一

地
方
選
挙
に
よ
り
ま
し
て
議
会
議
員
の
う
ち
か
ら
お
願
い
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
監
査
委
員
が
欠
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
守
口
市
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選
出
の
池
嶋
一
夫
議
員
を
最
も
適
任
と
認
め
選
任
い
た
し
た
く
存
じ

ま
す
の
で
、
議
会
の
御
同
意
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

以
上
で
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
「
質
疑
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
質
疑
を
終

結
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
「
討
論
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終

結
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
選
任
同
意
第
一
号
を
採
決
い
た
し
ま
す
。
本
件
は
こ
れ

を
同
意
す
る
こ
と
に
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
こ

れ
を
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
際
御
退
場
願
っ
て
お
り
ま
す
池
嶋
議
員
の
入
場
を
願
う
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
池
嶋
議
員
入
場
） 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

こ
の
際
池
嶋
一
夫
議
員
に
申
し
上
げ
ま
す
。
本 

件
に
つ
い
て
、
た
だ
い
ま
の
審
議
の
結
果
、
同
意
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
池
嶋
議
員
よ
り
御
挨
拶
を
受
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

○ 

十
二
番 

池
嶋
一
夫
議
員 

こ
の
度
、
本
消
防
組
合
議
会
選
出
の
監 

査
委
員
と
い
た
し
ま
し
て
御
同
意
を
い
た
だ
き
、
私
と
い
た
し
ま
し

て
は
こ
の
上
も
な
い
光
栄
と
存
じ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
後
、
こ
の
重
要
な
職
責
を
遂
行
す
る
た
め
全
力
を
上
げ
て
努
力 

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
御
指

導
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
お
礼
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

こ
れ
よ
り
一
般
質
問
に
入
り
ま
す
。 

 

通
告
の
ご
ざ
い
ま
し
た
戸
田
議
員
か
ら
質
問
を
受
け
る
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

戸
田
議
員 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

で
は
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。
門
真
市
議

の
戸
田
で
す
。 

 
 

 
ま
ず
、
六
月
二
十
九
日
月
曜
日
未
明
に
あ
っ
た
、
連
続
放
火
事
件

に
つ
い
て
関
わ
っ
て
聞
き
ま
す
。 

 
 

 

六
月
二
十
九
日
月
曜
日
未
明
に
、
守
口
市
と
門
真
市
に
か
け
て
連
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続
五
件
も
の
放
火
事
件
が
あ
っ
た
。
発
生
順
に
守
口
市
の
八
雲
町
、

日
向
町
、
門
真
市
の
殿
島
町
及
び
本
町
が
二
件
、
そ
の
う
ち
殿
島
町

の
現
場
は
こ
の
消
防
本
部
の
す
ぐ
裏
手
と
い
う
極
め
て
悪
質
な
事
件

で
す
。 

放
火
現
場
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
一
、
住
所
と
現
場
の
様
子
。
例

え
ば
マ
ン
シ
ョ
ン
裏
と
か
、
密
集
住
宅
街
と
か
、
ま
あ
そ
う
い
う
こ

と
い
ろ
い
ろ
。 

二
、
発
見
通
報
の
時
刻
と
消
防
の
到
着
時
刻
と
所
要
時
間
及
び
現

場
離
脱
の
時
刻
。 

三
、
被
害
状
況
と
消
防
の
出
場
し
た
車
両
や
人
数
、
消
火
状
況
。

例
え
ば
鎮
火
に
要
し
た
時
間
な
ど
、
そ
れ
ら
の
焦
点
に
つ
い
て
回
答

し
て
下
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。 

○ 

西
尾
秀
昭
司
令
課
長 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

西
尾
司
令
課
長 

○ 

西
尾
秀
昭
司
令
課
長 

戸
田
議
員
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

通
報
順
に
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
一
件
目
か
ら
、
守
口
市 

八
雲
西
町
三
丁
目
一
番
、
阪
神
高
速
高
架
下
の
火
災
に
つ
き
ま
し
て

は
、
三
時
〇
七
分
に
通
行
人
か
ら
「
高
架
下
の
公
園
で
ダ
ン
ボ
ー
ル

が
燃
え
て
い
ま
す
。
」
と
の
通
報
が
あ
り
、
守
口
本
署
と
消
防
本
部

か
ら
消
防
車
両
二
台
、
八
人
が
出
場
し
、
三
時
十
一
分
に
現
場
到
着

し
て
お
り
、
所
要
時
間
は
四
分
で
す
。
現
場
到
着
後
、
消
防
車
両
一

台
で
消
火
活
動
し
、
三
時
十
五
分
に
鎮
火
し
て
、
三
時
二
十
九
分
に

引
き
揚
げ
て
お
り
ま
す
。 

焼
損
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
架
下
の
排
水
管
が
若
干
焼
損
し

た
も
の
で
す
。 

 
 

 

二
件
目
の
守
口
市
日
向
町
三
番
六
号
の
五
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の

火
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
時
二
十
五
分
に
警
察
か
ら
「
一
階
駐
車

場
で
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
燃
え
て
い
ま
す
。
付
近
住
民
が
消
火
中
で
す
。
」 

 
 

と
の
通
報
が
あ
り
、
守
口
本
署
等
か
ら
消
防
車
両
二
台
、
八
人
が
出

場
し
、
三
時
三
十
分
に
現
場
到
着
し
て
お
り
、
所
要
時
間
は
五
分
で

す
。
現
場
到
着
時
、
既
に
初
期
消
火
者
に
よ
り
消
火
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
調
査
活
動
の
み
実
施
し
、
三
時
五
十
分
に
引
き
揚
げ
て

お
り
ま
す
。 

焼
損
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
聞
紙
、
壁
等
が
若
干
焼
損
し
た

も
の
で
す
。 

 
 

 

三
件
目
の
門
真
市
殿
島
町
八
番
一
号
の
九
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の

火
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
時
五
十
五
分
に
付
近
居
住
者
か
ら
「
自

転
車
置
場
で
自
転
車
が
燃
え
て
い
る
。
」
と
の
通
報
が
あ
り
、
各
署

所
か
ら
消
防
車
両
十
一
台
、
三
十
九
人
が
出
場
し
、
三
時
五
十
八
分

に
現
場
到
着
し
て
お
り
、
所
要
時
間
は
三
分
で
す
。
現
場
到
着
後
、

消
防
車
両
一
台
で
消
火
活
動
し
、
四
時
〇
二
分
に
鎮
火
し
て
、
最
後

の
車
両
が
五
時
十
八
分
に
引
き
揚
げ
て
お
り
ま
す
。 
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焼
損
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
転
車
八
台
、
原
動
機
付
自
転
車

二
台
、
天
井
等
が
若
干
焼
損
し
た
も
の
で
す
。
直
接
の
火
種
は
不
明

で
す
。 

 
 

 

四
件
目
の
門
真
市
本
町
四
十
三
番
十
四
号
の
十
一
階
建
て
マ
ン
シ

ョ
ン
の
火
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
時
〇
四
分
に
通
行
人
か
ら
「
マ

ン
シ
ョ
ン
の
ご
み
集
積
場
で
ご
み
が
燃
え
て
い
ま
す
。
」
と
の
通
報

が
あ
り
、
守
口
本
署
等
か
ら
消
防
車
両
二
台
、
八
人
が
出
場
し
、
四

時
十
分
に
現
場
到
着
し
て
お
り
、
所
要
時
間
は
六
分
で
す
。
現
場
到

着
後
、
消
防
車
両
一
台
で
消
火
活
動
し
、
四
時
十
六
分
に
鎮
火
し
て
、

四
時
四
十
六
分
に
引
き
揚
げ
て
お
り
ま
す
。 

焼
損
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
み
集
積
場
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が

焼
損
し
た
も
の
で
す
。 

 
 

 

五
件
目
の
門
真
市
本
町
二
十
五
番
十
五
号
の
三
階
建
て
ア
パ
ー
ト

の
火
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
時
四
十
二
分
に
付
近
の
人
か
ら
「
ア

パ
ー
ト
前
の
手
押
し
車
の
中
の
座
布
団
が
燃
え
ま
し
た
。
新
聞
屋
さ

ん
が
消
火
済
み
で
す
。
」
と
の
通
報
が
あ
り
、
門
真
本
署
等
か
ら
消

防
車
両
二
台
、
九
人
が
出
場
し
、
四
時
四
十
六
分
に
現
場
到
着
し
て

お
り
、
所
要
時
間
は
四
分
で
す
。
現
場
到
着
後
、
消
防
車
両
一
台
で

消
火
活
動
し
、
四
時
五
十
五
分
に
鎮
火
し
て
、
五
時
二
十
四
分
に
引

き
揚
げ
て
お
り
ま
す
。 

焼
損
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
座
布
団
が
若
干
焼
損
し
た
も
の
で

す
。 

 
 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

戸
田
議
員
に
申
し
上
げ
ま
す
。
再
質
問
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

あ
り
ま
す
よ
。
質
問
項
目
が
ず
う
っ
と
あ

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

戸
田
議
員 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

大
変
な
火
事
で
、
特
に
消
防
本
部
裏
に
は 

十
一
台
の
消
防
車
が
出
動
い
た
し
ま
し
た
。
消
防
到
着
ま
で
の
所
要

時
間
は
三
分
、
四
分
、
ほ
ぼ
五
分
と
い
う
感
じ
で
素
早
く
到
着
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
安
心
感
を
覚
え
ま
し
た
。 

 
 

 

さ
て
で
す
ね
、
こ
れ
ほ
ど
、
一
時
間
半
の
間
に
こ
れ
ほ
ど
立
て
続

け
に
通
報
が
あ
る
。
消
防
車
が
ど
ん
ど
ん
出
て
い
く
と
い
う
、
そ
れ

ぞ
れ
に
対
応
し
て
次
々
に
出
場
さ
せ
る
と
い
う
の
は
大
変
だ
っ
た
ん

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
混
乱
や
困
難
な
障
害
は
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
約
一
時
間
半
の
間
に
次
々
五
件
も
入
っ
て
く
る
火
災
通
報

を
ど
の
よ
う
に
さ
ば
い
て
い
っ
た
の
か
。
シ
ス
テ
ム
的
な
面
も
含
め

て
回
答
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○ 
西
尾
秀
昭
司
令
課
長 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

西
尾
司
令
課
長 

○ 

西
尾
秀
昭
司
令
課
長 

た
だ
い
ま
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 
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火
災
通
報
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
複
数
事
案
に
も
対
応
可
能
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
自
動
隊
編
成
機
能
に
よ
り
災
害
の
種
類
や
規
模
に
応
じ
て
自
動
的
に

出
場
隊
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
り
災
害
地
点
か

ら
直
近
の
出
場
隊
を
編
成
し
、
地
図
上
で
車
両
位
置
情
報
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
混
乱
す

る
よ
う
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

 

以
上
で
す
。 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

戸
田
議
員 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

非
常
に
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
等
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 
 

 

さ
て
で
す
ね
、
次
々
に
入
る
火
災
発
生
の
通
報
を
受
け
て
車
両
と

人
員
を
出
動
さ
せ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
も
、
車
両
や
人
員
が
足

り
な
く
な
る
と
か
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

も
し
も
、
こ
れ
が
五
件
で
は
な
く
て
七
件
連
続
発
生
と
か
、
十
件

連
続
発
生
と
か
だ
っ
た
場
合
は
、
車
両
や
人
員
に
つ
い
て
は
大
丈
夫

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
各
現
場
で
短
時
間
で
鎮
火
さ
せ
た
場
合
に
、
い
っ
た
ん
消

防
署
に
戻
ら
ず
に
、
す
ぐ
に
別
の
現
場
に
直
行
さ
せ
る
か
ら
大
丈
夫

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
辺
を
も
う
尐
し

踏
み
込
ん
で
御
回
答
願
い
ま
す
。 

○ 

西
尾
秀
昭
司
令
課
長 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

西
尾
司
令
課
長 

○ 

西
尾
秀
昭
司
令
課
長 

た
だ
い
ま
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

今
回
の
連
続
火
災
で
は
、
五
件
の
う
ち
四
件
は
消
防
隊
を
一
隊
出

場
さ
せ
る
限
定
的
な
出
場
で
あ
っ
た
た
め
、
車
両
や
人
員
が
不
足
す

る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

消
防
隊
が
不
足
す
る
場
合
は
、
非
常
召
集
に
よ
っ
て
特
設
隊
を
編

成
し
対
処
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
上
回
る
消
防
隊
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
は
、
近
隣
市
町
村
と
の
消
防
相
互
応
援
協
定
や
大
阪

府
下
広
域
消
防
相
互
応
援
協
定
に
よ
っ
て
、
応
援
を
要
請
す
る
計
画

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

消
防
隊
の
活
動
が
完
了
し
、
転
進
可
能
と
な
っ
た
時
点
で
、
出
場

先
か
ら
別
現
場
に
出
場
さ
せ
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

戸
田
議
員 

○ 
五
番 

戸
田
久
和
議
員 

わ
か
り
ま
し
た
。 

次
の
項
目
で
す
け
ど
も
、
犯
人
ら
し
き
者
に
つ
い
て
の
情
報
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
に
い
ろ

い
ろ
書
か
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
辺
を
含
め
て
御
回
答
く
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だ
さ
い
。 

ま
た
、
こ
の
連
続
放
火
事
件
の
後
の
放
火
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
へ

の
啓
発
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
警
察
と
の

連
携
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
回
答
お
願
い

し
ま
す
。 

○ 

池
邨
行
弘
予
防
課
長 
議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

池
邨
予
防
課
長 

○ 

池
邨
行
弘
予
防
課
長 

戸
田
議
員
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

犯
人
ら
し
き
者
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
新
聞
各
社
に
よ
り
ま
す
と

黒
い
キ
ャ
ッ
プ
帽
を
か
ぶ
っ
た
黒
っ
ぽ
い
服
装
に
迷
彩
柄
の
ズ
ボ
ン

を
は
い
た
不
審
な
男
が
、
自
転
車
を
押
し
な
が
ら
う
ろ
つ
い
て
い
る

姿
を
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
映
し
て
お
り
、
門
真
警
察
で
関

連
を
調
べ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

次
に
事
件
後
の
対
応
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
守
口
、
門
真
両
署
管
内 

 
 

に
お
き
ま
し
て
、
発
生
当
日
よ
り
夜
間
に
巡
回
警
戒
を
継
続
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

広
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
放
火
に

よ
る
火
災
に
御
注
意
く
だ
さ
い
と
の
注
意
喚
起
を
掲
載
し
、
両
構
成

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
同
内
容
の
注
意
喚
起
を
掲
載
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

ま
た
、
Ｆ
Ｍ
ハ
ナ
コ
の
定
時
放
送
及
び
定
時
以
外
で
一
日
二
回
の

放
火
に
よ
る
火
災
の
注
意
喚
起
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

警
察
と
の
連
携
に
つ
き
ま
し
て
は
、
火
災
原
因
調
査
に
つ
い
て
連

携
し
て
お
り
ま
す
。 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

戸
田
議
員 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

わ
か
り
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
も
あ
っ
て
、
そ 

れ
は
、
私
は
犯
人
と
関
係
な
い
と
い
う
申
出
も
な
さ
そ
う
な
の
で
、

や
が
て
は
捕
ま
る
だ
ろ
う
と
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

さ
て
、
次
の
質
問
で
す
け
ど
も
、
守
門
消
防
の
管
内
で
連
続
放
火

事
件
と
い
う
の
は
、
私
の
記
憶
で
は
あ
ま
り
起
こ
っ
て
い
な
い
よ
う

に
も
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
過
去
二
十
年
ぐ
ら
い
の
間
に
は
ど
の

よ
う
な
発
生
状
況
で
し
ょ
う
か
。
特
に
今
回
の
よ
う
な
約
一
時
間
半

に
五
件
の
放
火
と
い
う
例
は
、
ま
ず
な
か
っ
た
よ
う
に
も
記
憶
す
る

ん
で
す
け
ど
も
実
際
と
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 

ま
た
、
こ
こ
十
年
く
ら
い
の
デ
ー
タ
で
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

放
火
と
認
定
さ
れ
る
事
件
と
い
う
の
は
、
年
に
何
件
く
ら
い
起
こ
っ

て
い
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
ま
た
、
そ
の
犯
人
の
検
挙
率
と
い
う
の
は
、
だ
い
た
い
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
と
か
、
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
か
、
ざ
っ
く
り
し
た
も
の
で
い

い
で
す
け
れ
ど
も
、
検
挙
率
と
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
も
の
で
し
ょ
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う
か
。 

 
 

 
ま
た
、
犯
人
検
挙
が
あ
れ
ば
必
ず
消
防
に
連
絡
が
あ
っ
て
、
捜
査

と
か
裁
判
に
関
係
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
こ
ら
辺
の
辺
り
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。 

○ 

西
尾
秀
昭
司
令
課
長 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 
西
尾
司
令
課
長 

○ 

西
尾
秀
昭
司
令
課
長 
た
だ
い
ま
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

過
去
二
十
年
に
お
け
る
連
続
で
発
生
し
た
不
審
火
に
つ
き
ま
し
て

は
九
回
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
短
時
間
で
発
生
し
た
も
の
は
七
回

で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
十
年
間
で
放
火
と
断
定
さ
れ
た
も
の
は
一
回
で

あ
り
、
こ
の
犯
人
が
検
挙
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

戸
田
議
員 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

結
構
、
そ
れ
な
り
に
と
い
う
ふ
う
に
思
い 

ま
す
ね
。
短
時
間
に
発
生
し
た
の
は
二
十
年
間
で
七
回
あ
る
。
こ
こ

十
年
間
で
放
火
と
断
定
さ
れ
た
一
件
と
い
う
の
は
、
連
続
放
火
と
い

う
意
味
だ
と
思
う
の
で
す
け
ど
、
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
で
す
ね
。 

○ 

西
尾
秀
昭
司
令
課
長 

は
い
。 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

連
続
放
火
が
一
件
で
、
犯
人
は
検
挙
さ
れ 

て
い
る
。 

さ
て
で
す
ね
、
こ
の
十
年
間
で
の
連
続
放
火
は
今
の
と
こ
検
挙
率

は
百
パ
ー
セ
ン
ト
な
ん
で
す
け
ど
も
、
ま
た
、
こ
の
十
年
間
の
デ
ー

タ
で
い
い
で
す
が
、
発
生
の
当
初
は
不
審
火
と
分
類
さ
れ
た
と
い
う

後
に
、
放
火
と
認
定
さ
れ
た
事
例
と
い
う
の
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

 

そ
れ
と
も
発
生
当
初
に
不
審
火
と
分
類
さ
れ
た
も
の
は
ず
っ
と
不
審

火
の
ま
ま
で
、
つ
ま
り
、
火
災
発
生
原
因
は
不
明
の
ま
ま
で
現
在
に

至
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
御
回
答
お
願
い
し
ま
す
。 

○ 

西
尾
秀
昭
司
令
課
長 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

西
尾
司
令
課
長 

○ 

西
尾
秀
昭
司
令
課
長 

た
だ
い
ま
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

過
去
十
年
に
該
当
事
案
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
火
災
発
生
当
初
は
不 

明
又
は
調
査
中
で
あ
り
、
継
続
し
て
原
因
究
明
を
行
っ
た
結
果
、
最

終
的
に
放
火
や
放
火
の
疑
い
な
ど
の
判
定
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

放
火
全
体
で
は
、
過
去
十
年
の
放
火
件
数
の
う
ち
、
最
大
が
平
成

二
十
一
年
の
四
十
五
件
、
最
尐
が
平
成
二
十
三
年
の
十
四
件
、
平
均

が
約
二
十
五
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
小
規
模
な
火

災
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

検
挙
実
態
に
つ
き
ま
し
て
は
、
警
察
か
ら
連
絡
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん 

 
の
で
把
握
で
き
ま
せ
ん
が
、
犯
罪
白
書
に
よ
り
ま
す
と
、
全
国
に
お

け
る
平
成
二
十
五
年
の
検
挙
率
は
約
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 
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以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○ 
五
番 

戸
田
久
和
議
員 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

戸
田
議
員 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

わ
か
り
ま
し
た
。
放
火
は
そ
れ
な
り
に
あ 

る
と
。
だ
け
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
だ
と
い
う
こ
と
で
被
害
が

な
し
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

さ
て
、
警
察
か
ら
放
火
犯
が
検
挙
さ
れ
て
も
特
段
の
連
絡
も
な
い

の
で
、
そ
の
結
果
が
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
の
回
答
は
ち
ょ
っ
と
意

外
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
素
人
の
考
え
と
し
て
は
火
事
の
プ
ロ
の
消
防

が
い
ろ
ん
な
調
査
、
検
証
を
し
て
、
そ
れ
を
犯
人
検
挙
さ
れ
れ
ば
裁

判
に
出
す
と
か
、
警
察
か
ら
依
頼
さ
れ
て
報
告
書
を
出
す
と
か
、
そ

う
い
う
絡
み
が
あ
る
の
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い

う
現
場
で
の
調
査
は
そ
れ
ぞ
れ
共
同
で
や
っ
た
り
す
る
け
ど
も
、
報

告
書
を
作
っ
た
り
す
る
の
は
全
く
別
個
で
、
特
段
の
連
携
や
報
告
書

を
や
り
取
り
す
る
と
か
、
警
察
か
ら
求
め
ら
れ
て
出
す
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
確
認
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

○ 

西
尾
秀
昭
司
令
課
長 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

西
尾
司
令
課
長 

○ 

西
尾
秀
昭
司
令
課
長 

た
だ
い
ま
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

御
質
問
の
内
容
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

戸
田
議
員 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

ほ
と
ん
ど
最
後
な
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
う 

い
う
ふ
う
に
し
ま
す
と
、
一
般
の
犯
罪
の
抑
制
に
つ
な
が
る
も
の
と

し
て
は
、
検
挙
率
は
高
い
よ
、
や
っ
て
も
割
に
合
わ
な
い
と
い
う
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
そ
れ
な
り
に
効
果
は
持
つ
わ
け
な
ん
で
す
け
ど
も
、
こ

の
放
火
事
件
の
場
合
、
警
察
か
ら
い
つ
い
つ
の
放
火
に
つ
い
て
は
、

犯
人
検
挙
し
た
よ
と
い
う
連
絡
も
全
く
な
い
の
で
、
ど
う
も
聞
い
て

み
る
と
、
消
防
の
方
か
ら
も
特
段
積
極
的
な
問
い
合
わ
せ
は
し
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
小
規
模
な
ぼ
や
が
多
い
と
は
い
え
、

放
火
が
あ
っ
て
犯
人
が
検
挙
さ
れ
た
か
否
か
、
検
挙
率
は
ど
の
程
度

か
と
い
う
デ
ー
タ
が
、
全
国
全
般
の
や
つ
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
例

え
ば
守
門
消
防
署
の
管
内
に
お
い
て
は
誰
も
わ
か
ら
な
い
と
、
こ
う

い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

し
か
し
、
や
は
り
そ
の
辺
は
、
犯
罪
の
検
挙
率
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
、
市
民
に
啓
発
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
や
っ
た
っ
て
絶
対
に

捕
ま
る
よ
と
か
い
う
こ
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
活
用
す
る
べ
き
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
は
私
の
要
望
と
し
て
お
き
ま
す
け
ど
も
、
警
察
は

こ
う
い
う
こ
と
は
非
常
に
発
表
し
た
が
ら
な
い
。
検
挙
率
、
解
決
率

と
い
う
の
を
発
表
し
た
が
ら
な
い
。
そ
の
年
々
の
犯
人
の
検
挙
と
い

う
の
は
ず
っ
と
以
前
の
事
件
も
含
め
た
や
つ
な
の
で
ね
、
実
態
は
よ
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く
わ
か
ら
な
い
感
じ
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
守
門
消
防
と
し

て
警
察
の
方
に
放
火
事
件
に
つ
い
て
検
挙
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
か
、

そ
れ
ぞ
れ
問
い
合
わ
せ
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
市
民
に
公
表
し
て
、
消
防
行
政
、
各
市
の
行

政
に
役
立
て
る
よ
う
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
い
う
こ
と

を
要
望
し
て
私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

た
だ
い
ま
の
戸
田
議
員
の
御
発
言
は
御
要
望
と

し
て
受
け
賜
っ
て
お
き
ま
す
。 

○ 

五
番 

戸
田
久
和
議
員 

は
い
。 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

次
に
通
告
の
ご
ざ
い
ま
し
た
豊
北
議
員
か
ら
質

問
を
受
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

○ 

四
番 

豊
北
裕
子
議
員 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

豊
北
議
員 

○ 

四
番 

豊
北
裕
子
議
員 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
の

門
真
市
会
議
員
の
豊
北
裕
子
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

私
も
戸
田
議
員
と
同
様
の
御
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ

て
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
内
容
で
し
た
の
で

そ
れ
は
省
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
尐
し
だ
け
要
望
と
い
う
か
犯

人
が
捕
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
Ｆ
Ｍ
ハ
ナ
コ
さ
ん

と
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
啓
発
、
市
民
に
呼
び
掛
け
を
さ
れ
て
る
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
、
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す

の
で
、
検
挙
さ
れ
る
ま
で
ね
、
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
要
望
で
す
。 

 
 

 

そ
れ
で
は
質
問
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
、
消
防
庁
舎
の

整
備
計
画
が
行
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
も
、
こ
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
簡
単
に
御
説
明
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○ 

好
川
和
彦
警
備
課
長 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

好
川
警
備
課
長 

○ 

好
川
和
彦
警
備
課
長 

豊
北
議
員
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

現
在
進
め
て
お
り
ま
す
整
備
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
の

事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
薭
島
、
千
石
統
合
庁
舎
の
土
地
の
購
入
を

実
施
し
、
今
後
建
設
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
守
口
本
署
と
本
部
事
務
部
門
合
同
庁
舎
を
計
画
し
、
完

成
し
た
後
、
門
真
本
署
を
現
在
の
消
防
本
部
へ
の
移
転
計
画
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○ 

四
番 

豊
北
裕
子
議
員 

議
長 

○ 
大
藤
み
つ
子
議
長 

豊
北
議
員 

○ 
四
番 

豊
北
裕
子
議
員 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た 

今
の
計
画
の
中
で
、
現
在
進
め
て
い
る
薭
島
、
千
石
統
合
庁
舎
が
完

成
し
た
ら
、
現
在
の
薭
島
出
張
所
が
な
く
な
り
ま
す
。
な
く
な
っ
た
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こ
と
に
よ
っ
て
一
分
一
秒
を
争
う
消
防
活
動
に
お
い
て
、
消
防
庁
舎

の
元
々
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
火
災
な
ど
が
起
こ
っ
た
場
合
で
す
ね
、
門

真
南
西
部
地
域
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
辺
り
の
消
火
等
及

び
救
急
の
現
場
到
着
時
間
な
ど
の
遅
延
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

○ 

好
川
和
彦
警
備
課
長 
議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

好
川
警
備
課
長 

○ 

好
川
和
彦
警
備
課
長 

た
だ
い
ま
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

地
域
へ
の
若
干
の
影
響
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
統
合
に
よ
り
災
害

即
応
が
可
能
な
庁
舎
の
総
合
配
備
と
し
、
効
率
的
な
部
隊
運
用
体
制

を
も
っ
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○ 

四
番 

豊
北
裕
子
議
員 

議
長 
 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

豊
北
議
員 

○ 

四
番 

豊
北
裕
子
議
員 

今
ま
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
な
く
な
る
わ
け 

で
す
か
ら
、
若
干
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
ん
な
中
で
も
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
こ
れ
か
ら
も
お
願
い

し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

そ
れ
で
、
た
だ
い
ま
の
計
画
を
お
聞
き
し
た
中
で
、
門
真
本
署
が

消
防
本
部
に
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
う
な
れ
ば
門
真
南
西
部
の
現
場
に
は
、
火
事
の
規
模
に
も
よ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ろ
ん
な
所
か
ら
の
応
援
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
の
消
防
本
部
に
門
真
署
が
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
そ

こ
か
ら
の
出
動
を
お
願
い
さ
れ
た
時
に
、
ど
う
し
て
も
中
央
環
状
線

を
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
越
え
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
状
が
あ

る
の
で
、
こ
の
交
差
点
と
い
う
の
は
よ
く
渋
滞
す
る
場
所
で
す
。
松

生
町
の
交
差
点
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
新
庁
舎
に
移
そ
う
が
移
さ
ま

い
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
門
真
庁
舎

が
本
部
に
移
さ
れ
た
場
合
の
、
現
場
ま
で
の
遅
延
と
い
う
の
が
考
え

ら
れ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
例
え
ば

本
部
前
の
道
路
で
す
ね
、
こ
の
道
路
を
左
折
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ

と
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
も
、
こ
の
中
央
環
状
線
を
突
き

抜
け
ら
れ
た
場
合
ね
、
す
ご
く
時
間
の
短
縮
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
こ
と
を
尐
し
考
え
て
み
た
わ
け
で
す
け
ど
も
、
消
防
と
し

て
こ
う
い
っ
た
考
え
方
に
つ
い
て
尐
し
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 

○ 

好
川
和
彦
警
備
課
長 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

好
川
警
備
課
長 

○ 
好
川
和
彦
警
備
課
長 

た
だ
い
ま
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
両
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
い
て
道
路
の
整
備
な
ど
が
あ
れ
ば
、

消
防
と
し
て
も
、
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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○ 
四
番 

豊
北
裕
子
議
員 

議
長 

○ 
大
藤
み
つ
子
議
長 

豊
北
議
員 

○ 

四
番 
豊
北
裕
子
議
員 

こ
の
場
所
は
特
に
渋
滞
が
ね
、
考
え
ら
れ 

る
場
所
な
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
い
ろ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
と
か
、
そ
う
い

う
こ
と
と
関
係
の
あ
る
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ろ
ん
な
構
想

を
考
え
て
い
た
だ
い
て
、
庁
舎
整
備
で
今
ま
で
よ
り
も
消
防
活
動
が

し
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
、
や
は
り
困
り
ま
す
の
で
、
更

な
る
円
滑
な
体
制
が
図
ら
れ
て
、
ま
た
、
方
法
を
検
討
も
し
て
い
た

だ
い
て
、
一
刻
を
争
う
現
場
に
は
で
き
る
だ
け
早
く
到
着
で
き
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も
お
願
い
し
、
私
の
質
問
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

た
だ
い
ま
の
豊
北
議
員
の
御
発
言
は
御
意
見
と

し
て
受
け
賜
っ
て
お
き
ま
す
。 

 
 

 

こ
れ
を
も
っ
て
一
般
質
問
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
際
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
の
行
政
視
察
は
、
日
程
が
決
ま

り
次
第
議
員
を
派
遣
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
こ
れ
に
異
議
あ
り

ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
さ
よ
う
決
し

ま
し
た
。 

 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
臨
時
会
に
付
議
さ
れ
ま
し
た
事
件
は
全

て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
で
は
、
閉
会
に
際
し
、
管
理
者
か
ら
御
挨
拶
を
受
け
る
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。 

○ 

西
端
勝
樹
管
理
者 

議
長 

○ 

大
藤
み
つ
子
議
長 

西
端
管
理
者 

○ 

西
端
勝
樹
管
理
者 

閉
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
お
礼
の
御
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
日
、
議
員
各
位
に
は
何
か
と
お
忙
し
い
中
御
出
席
を
い
た
だ
き
、

終
始
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
を
速
や
か
に

御
決
定
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
度
新
し
く
正
副
議
長
の
御
就
任
と
議
会
構
成
が
御
決

定
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
御
同
慶
に
た
え
な
い
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
か
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
よ
り

一
層
の
本
消
防
組
合
運
営
に
御
指
導
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
誠
に
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
閉
会
に
当
た
り
ま
し
て
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○ 
大
藤
み
つ
子
議
長 

続
き
ま
し
て
閉
会
に
当
た
り
、
私
か
ら
も
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
臨
時
会
の
全
日
程
を
滞
り
な
く
無
事
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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ま
た
、
組
合
議
会
役
員
選
挙
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
各
位
の
御
理

解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
私
ど
も
正
副
議
長
に
賜
り
ま
し
た
暖
か

い
御
声
援
と
と
も
に
、
こ
こ
に
無
事
円
滑
に
新
し
い
組
合
議
会
の
構

成
を
遂
げ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
ど
も
は
、
消
防
行
政
に
携
わ
る
者
と
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
職

務
を
深
く
認
識
し
、
さ
ら
に
研
鑽
を
重
ね
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
、
最
善
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も

議
員
各
位
を
初
め
、
理
事
者
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
御
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
誠
に
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
閉
会
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
本
臨
時
会
は
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
閉
会
い
た
し
ま
す
。 

ど
う
も
御
苦
労
様
で
し
た
。 

午
前
十
時
四
十
五
分
閉
会 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 


